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「ふくい２０３０年の姿」検討会 検討経過等 
 

○検討経過 

２００７年度  月２回程度の検討会 

（有識者との意見交換およびコンセプトづくり） 

２００８年度  週１回程度の検討会 

（報告書への記載内容の分析および検討） 

計５０回程度 

 

○意見交換             （五十音順：役職名等は意見交換時のもの） 

（有識者） 

・栃尾敏氏（東京新聞編集局科学部編集委員）との意見交換 

・原邦彦氏（株式会社コンポン研究所取締役副所長）との意見交換 

・吉川昌孝氏（博報堂生活総合研究所上席研究員）との意見交換 

 

（大学の教授等） 

・東京大学社会科学研究所（希望学プロジェクト）との意見交換 

橘川武郎教授（一橋大学大学院商学研究科）、玄田有史教授、小森田秋夫教

授、廣渡清吾教授、五百旗頭薫准教授、宇野重規准教授、 

トーマス ブラックウッド准教授、中林真幸准教授、中村尚史准教授、 

佐藤慶一助教、大堀研特任研究員、石川耕三学術支援専門職員、 

佐藤由紀リサーチ・アシスタント 

 

・東京大学総括プロジェクト機構ジェロントロジー寄付研究部門との意見交換 

秋山弘子教授、岩本康志教授、甲斐一郎教授、鎌田実教授、武川正吾教授、 

牧野篤教授、鈴木亘准教授（学習院大学経済学部）、村田久助教 

宮内康二ジェネラルマネージャー 

 

・大鹿隆氏（東京大学大学院経済学研究科ものづくり経営研究センター特任教授）

との意見交換 

・加藤まどか氏（福井県立大学学術教養センター准教授）との意見交換 

・児玉昇氏（仁愛大学人間学部教授）等との意見交換 

・白石浩介氏（一橋大学経済研究所世代間問題研究機構特任准教授）との意見交換 

・高田洋子氏（福井大学教育地域科学部教授）との意見交換 
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（大学の学生等） 

・仁愛大学人間学部「橋詰武宏教授ゼミ」の学生等との意見交換 

・東京大学法学部「森田朗教授ゼミ」の学生等との意見交換 

・県内企業の若手社員との意見交換への参加 

 

○講座等への参加 

・第１０９回東京大学公開講座の受講 

・敦賀市政策形成能力向上プロジェクトチーム意見交換会への参加 
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「ふくい２０３０年の姿」検討会 名簿 
２００９年３月３１日現在 

○２０代 

永渕 智大   総合政策部政策推進課主事 

小西 富美子  総務部福井県税事務所主事 

山岸 千恵   総務部人事企画課主事 

 

○３０代 

水江 友哉   総務部財産活用課主事 

白﨑 裕典   総合政策部政策推進課主事 

蜂谷 陽子   安全環境部危機対策・防災課主事 

菱川 京子   総務部税務課主査 

山田 将之   嶺南振興局農村整備部企画主査 

岸本 鉄也   総務部財務企画課企画主査 

長谷川 慎司  総務部人事企画課企画主査 

堂越 浩    農林水産部政策推進グループ企画主査 

竹内 健一郎  安全環境部環境政策課企画主査 

高木 直茂   土木部都市計画課企画主査 

石山 一意   健康福祉部坂井健康福祉センター企画主査 

 

○４０代 

武部 衛    教育庁教育政策課企画主査 

高比良 規美子 農林水産部県産材活用課主任 

白崎 俊一郎  総合政策部政策推進課主任 

白嵜 淳    農林水産部販売開拓課課長補佐 

（計１８名） 

 

 

 
 
 

― このようなメンバーで２年間検討してきました ― 

 

○男女構成  男性：１３名   女性：５名 

○平均年齢  ３５．７歳 

○職種構成  事務職：１３名  技術職：５名 

○既婚者数  １３名（子どもの数：平均１．４人） 

○出 身 地  福 井 市：６名  小 浜 市：１名  大 野 市：１名 

       鯖 江 市：４名  あわら市：１名  越 前 市：２名 

       坂 井 市：１名  若 狭 町：１名  佐賀県小城市：１名 
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